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午後４時００分開会 

○教育長 ただいまから本年第６回足立区教育委員

会定例会を開会いたします。 

 本日の出席委員数は定足数であります。よって

会議は成立しております。 

 それでは、これより審議に入ります。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 初めに、会議録署名員の指名をいたしま

す。 

 本日の会議録署名員に桑原委員、小川正人委員

を指名いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 それでは日程第１、教育長報告を議題と

いたします。 

 各部、各課の報告を後でさせていただきますけ

れども、私からは２件。 

 １つは、個人情報流出の件であります。教職員

が、生徒の写真入りの情報、携帯電話の番号、引

率者の番号などを紛失した事件ですけれども、こ

れについては臨時校長会を開催いたしまして、こ

の経過の報告並びにこういったことが今後起こら

ないようにということと、今回土日を挟んだ報告

ということになりましたので、報告が遅滞ないよ

うにきちんと報告するという３０分ルールの徹底

をさせていただきました。保護者の方々にはご迷

惑をおかけしましたことをこの場を借りておわび

申し上げたいと、このように思います。 

 それから６月１日、爆破予告の件で全校下校と

いうことになりました。極めて卑劣極まりない行

為については私どもも許せないということで、こ

の場を通じて抗議を申し上げたいと思っています。 

 今後、このような対応をどうするのかというこ

とについては課題も出ておりますので、十分検証

した上で今後の対応についてもきちんとしていき

たいと思っております。特に不審物、不審者の対

応については、これまで以上に対応を強化してま

いりますので、学校関係者にもそのことを通知し

たところでございます。 

 私からは以上です。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

 次に報告事項に移ります。まず、①について、

和泉地域調整課長お願いします。 

 地域調整課長。 

○地域調整課長 私から、１番目の報告をさせてい

ただきます。本来ですと中央図書館長がここに来

て説明するところですが、公務が重なりまして申

し訳ございませんが、私からご報告させていただ

きます。 

 件名でございますが、「中学生の午後６時以降

の図書館利用条件の変更」でございます。 

 中学生の学習環境の整備のために、中学生の午

後６時以降の図書館利用条件を変更するという内

容でございます。 

 対象は中学生。現状でございますが、図書館の

開館時間は通常午前９時から午後８時、宮城コミ

ュニティ図書館は午前１０時から午後８時でござ

いますけれども、中学生・小学生の午後６時以降

の利用につきましては、保護者同伴ということで

お願いしているところでございます。 

 変更後ですが、中学生につきましては保護者の

同伴がなくても開館時間、要するに午後８時まで

利用ができるという形にしたいと思っております。 

 変更時期でございますが、平成２７年７月

２１日から、夏休みが始まるときから変更させて

いただきたいと思っております。 
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 周知方法ですが、広報、またはホームページ、

そういうもので周知してまいりたいと思います。 

 今後の方針に書かれておりますけれども、小学

生・児童につきましては、今後も保護者の同伴と

いうことでやらせていただきたいと思いますが、

周囲の図書館のこともありますので、今後の検討

課題としていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○教育長 ありがとうございました。和泉課長はこ

の後退席させていただきますが、委員からこの件

についてご意見、ご質問があればお願いします。 

 よろしいですか。ありがとうございました。そ

れでは、退席してください。 

 引き続き、次に②について杉岡教育政策課長お

願いします。 

 教育政策課長。 

○教育政策課長 恐れ入ります。資料の２ページを

お願いいたします。 

 件名「下校時安全放送の文言変更について」で

ございます。教育政策課でございます。 

 現在、下校時の安全放送ということで、防災行

政無線を活用して放送を流させていただいており

ます。毎週月曜日午後２時に行っております。 

 ２番の「課題」でございますけれども、これま

で安全放送を流しているときに区民の方からいろ

いろとご意見、ご指摘をいただいております。主

に、（１）の現行、「まもなく小学校の下校時

刻」と放送されているのですけれども、児童の下

校時刻とタイムラグがある。それから、（２）と

しまして、放送では「声かけ」をお願いしている

のですけれども、保護者や子どもにとって、声を

かけてくる大人が見守り者か不審者か判断がつか

ないのではないかというようなご意見をいただい

ております。 

 ３番の「今後の方針」でございますけれども、

これまで区民の方からご意見をいただいていると

ころに対応させていただいて、特に（３）の、放

送内容「まもなく下校時間」と「声かけ」の文言

を削除させていただきます。 

 変更後、記載のとおりでございますが、「小学

生の安全な下校のため、子どもたちの見守りに、

皆さんのご協力をお願いいたします」といった形

で、安全放送の趣旨にあった内容で修正させてい

ただきます。 

 ４番「変更日」でございます。平成２７年８月

３１日からでございます。夏休みの終了する翌週

から変更をさせていただきます。 

 「今後の方針」でございますけれども、周知期

間を十分にとらせていただきまして、各学校、町

会・自治会、警察、ＰＴＡ、開かれた学校づくり

協議会等々に周知をさせいただきます。７月３日

に開催されます文教委員会においても報告をさせ

ていただきます。あわせて、広く区民の方にも周

知をするという意味で、８月２５日号の『あだち

広報』及び区ホームページにて周知をさせていた

だいた後に８月３１日から放送の修正をさせてい

ただく予定でございます。 

 私からの報告は以上でございます。 

○教育長 ありがとうございました。 

 次に③について望月学務課長、お願いします。 

 学務課長。 

○学務課長 資料３ページでございますが、「おい

しい給食推進事業の取り組み結果について」を報

告させていただきます。 

 「１ 主な取り組み」ということで、（１）か

ら（８）まで、「もりもり給食ウィーク」、「給

食メニューコンクール」、「しょうぶまつり」、

「北千住ルミネ開業３０周年イベント」、「あだ

ち区民まつり」、「魚沼産コシヒカリ給食の日」、

「小松菜給食の日」、「野菜の日」ということで、

それぞれ実施日、内容等、記載のとおり今年度も

実施してまいります。 
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 ４ページをご覧ください。（９）ですが、ふる

さとづくり大賞の地方自治表彰、総務大臣賞を受

賞しました。これは平成２０年度から区全体でお

いしい給食に取り組んできた取り組みの内容が国

に認められて、このような賞を受賞する結果とな

りました。 

 「２ 取材・視察」でございます。記載のとお

りテレビ、ラジオ、その他の取材をこの間に受け

ております。 

 「３ 残菜の変化」でございます。グラフ２つ

にあるとおり、残菜率については順調に減少をし

ております。今、ちょうど学校栄養士の世代交代

の時期でございますので、栄養士の育成と並行し

ながら、この残菜率の減少に取り組んでおります。

学校全体の協力を得ることができて、このような

成果を達成しているところでございます。 

 「今後の方針」として、引き続き学校の巡回相

談・指導を強化して、さまざまな取り組みをして

いきたいと思います。 

 記載にはないのですけれども、今年度は特に質

の向上に取り組んでいきたいと思っています。以

上でございます。 

○教育長 ありがとうございました。 

 次に④と⑤について、浮津教育指導室長、お願

いします。 

 教育指導室長。 

○教育指導室長 それでは５ページをお開きくださ

い。件名、所管部課名については記載のとおりで

す。 

 東京都が調査をかけております体罰実態調査の

結果です。教員からは校長の聞き取り調査、それ

から、児童・生徒からは質問紙の調査、聞き取り

調査ということでさせていただきました。 

 平成２６年度、足立区の状況としては、体罰案

件が２校２件。不適切な行為に関しては、「不適

切な指導」５校８件、「暴言」８校１２件、「行

過ぎた指導」１校１件となっております。 

 あと、（３）については、学校の方から体罰の

可能性等の指摘がございましたが、調査をした結

果、体罰行為ではないというようなものが記載を

されております。 

 「５ 公表」については、既に５月２１日、東

京都教育委員会でプレス発表をされております。 

 ６ページですけれども、体罰が行われた学校に

ついて、２校の学校名が記載されております。 

 この件については以上です。 

 続きまして７ページ、「学校事故報告につい

て」。所管部課名については記載のとおりです。

５月分の事故報告の状況についてご説明をさせて

いただきます。 

 管理下で７件、管理外で３件、合計１０件とな

っております。事故の内容としては、交通事故が

２件、それから授業中が２件。授業中に関しては

運動会の時期ですので、運動会の練習中に誤って

けがをしてしまったというようなことが２件報告

をされております。３番、休み時間、放課後、部

活等では５件記載をされております。それから

４番、家出・外泊・行方不明ということで、これ

は休みの日に家族に連絡をしないで一時所在が不

明というふうになりましたけれども、警察等のご

協力で保護されて、自宅に帰っております。 

 事故防止の指導については、改めて毎月言って

おりますが、交通事故に関しては日々繰り返しの

啓発・指導が重要ですので、繰り返し指導してま

いりたいと思います。あと、運動会のけが等につ

いて、教育指導室から途中何回か安全管理の周知

をしておりますので、今後もまだ運動会実施の学

校がございますので、繰り返し指導をしてまいり

たいと思います。 

 私からは以上です。 

○教育長 ありがとうございました。次に⑥につい

て山根子ども家庭課長、お願いします。 
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 子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長 私からは、９ページになります

が、「子ども・子育て支援事業計画の策定スケジ

ュールについて」、ご報告させていただきます。 

 これまでの経過でございますが、平成２７年

３月ということで、昨年度ですが、子ども・子育

て支援事業計画の必須事項についての策定をさせ

ていただきました。 

 これに伴いまして、今年度から進めていく内容

でございますが、策定の内容といたしましては、

この計画の任意事項の記載の部分、計画の理念で

すとか、施策の体系・目標等々を策定していくと

いうことで計画立てをしております。なお、国の

基本指針では、児童虐待防止対策の充実、ワー

ク・ライフ・バランスの推進などが任意事項の主

なところとしては挙げられているところでござい

ます。 

 また、第２期のあだち次世代育成支援行動計画

の５年分の計画になりますが、こちらについては

平成２２年度から２６年度の計画でございます。

こちらもあわせて、年度が平成２６年度で終了い

たしましたので、成果分析、それから評価の結果

について、今後の事業計画策定の中に盛り込みを

しながら、精査をしていきたいというふうに考え

ております。 

 今後のスケジュールでございますけれども、並

行して、今、策定中でございます基本計画・基本

構想及び分野別の計画（教育大綱・教育基本計画、

子どもの貧困対策実施計画等）との整合性を図り

ながら、「子ども・子育て会議」を中心に、こち

らについての意見聴取を行います。「子ども・子

育て会議」につきましては、足立区地域保健福祉

推進協議会の子ども支援専門部会、こちらが「子

ども・子育て会議」という形で規定しております

ので、こちらで作業を進めていくような形でござ

います。作業工程の節目においては、教育委員会

のご意見を伺うような形で進めていくように、下

記のとおりのスケジュールで進めていく予定でご

ざいます。 

 スタートとしましては、今年度のところにつき

ましては、目標の骨子案のところを検討して策定

を盛り込んでいきたいと考えております。 

 今後の方針でございますが、第３期のあだち次

世代育成支援行動計画のこちらの体系というのも

あわせて、こちらの子ども・子育ての支援事業計

画と同じような形で進めていく予定でございます。 

 こちらで、私の報告を終了させていただきます。 

○教育長 ありがとうございました。 

 続いて⑦について、松野待機児ゼロ対策担当課

長、お願いします。 

 待機児ゼロ対策担当課長。 

○待機児ゼロ対策担当課長 １０ページをお開きい

ただければと思います。件名、所管部課名は記載

のとおりでございます。 

 今年度、平成２７年度保育所等の待機児童の数

でございますが、最初の表、１番のところの「申

込者数〔Ａ〕」というところの欄の右の方になぞ

っていただきますと、１１，３３８人、こちらは

申し込みされた数です。それから「保育施設在園

児数合計〔Ｂ〕」というところになりますが、

１０，７４４人、こちらは保育施設に入られた方

の数ということになります。また、認証保育所等

に入られた方は待機児に含めないというルールに

なっておりますので、「含めない児童数〔Ｃ〕」

のところは２７２人という数でございます。 

 これを差し引きいたしますと待機児童数は今年

３２２人という数でございます。昨年に比しまし

て８人減という状況でございます。 

 次に保育定員数の状況でございますが、保育定

数、１１ページの上の表になりますが、これまで

４００から６００という数字の中で増やしている

状況でございますが今年度までに１２，６０９人
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という定員数でございます。 

 それから申請事由ごとに待機児の数を出してお

ります。４番でございますが、今年の特徴としま

しては、「就労中（フルタイム）」の数が９３人

ということで、昨年に比しても多い状況でござい

ますので、この部分は課題として認識をしており

ます。 

 数字を追ってご説明してまいりましたが、待機

児 の 状 況 に つ い て は 、 こ れ ま で の ８ 人 減 の

３２２人、それから待機児の最も多かったのは千

住の地域でございまして、１３ページの上の段、

千住ブロックの数が、年齢ごとの記載もございま

すけれども、８１名ということで多かったという

ところが最も特徴的な部分でございます。 

 それから、同じく１３ページの下に参考という

ことで、各施設ごとの定員の空き状況をお示しし

ておりますけれども、こちらの合計数５９４人と

いうことで、空きも一方で出ているという状況で

ございますので、まだミスマッチを解消すべきも

のがあるかと考えております。 

 繰り返しになりますが、フルタイムの数が多か

ったというところが昨年に比しても４６人増の

９３人でございました。また、この内訳を見ます

と、千住地域で４３人という状況になっておりま

すので、千住地域でのフルタイムが多いという状

況でございます。資料をおつけしておりますので、

ご覧いただければと思います。 

 以上です。 

○教育長 ありがとうございました。 

 続いて⑧について、小山子ども・子育て支援課

長、お願いします。 

 子ども・子育て支援課長。 

○子ども・子育て支援課長 １４ページをお開きく

ださい。 

 件名「５月保育施設入所審査漏れ事故における

損害賠償の決定について」でございます。 

 所管部課名、記載のとおりでございます。 

 本件につきましては、前回の教育委員会定例会

でご報告を差し上げたところでございますが、そ

の件につきまして示談が成立しましたので、改め

て報告させていただきます。 

 事故発生日、平成２７年５月１日でございます。

被害者につきましては、省略させていただきます。 

 「３ 事故の内容」でございますけれども、

５月１日入所に向けた審査から、この被害者の方

が漏れたことによりまして、損害が発生したもの

でございます。 

 保護者が認証保育所と契約を締結し、入所料と

５月分の保育料を支払ってしまったという損害が

発生しました。加えまして、５月１日から今度は

受けられるはずの希望保育所での保育を受けられ

なかったということで、この点につきまして、損

害賠償の対象として決定させていただきました。 

 「４ 示談成立」につきましては、６月５日に

示談させていただきました。 

 「５ 示談の内容」でございますけれども、区

は被害者に対して、５月保育施設入所審査漏れ事

故における損害賠償金として、金５４，１４９円、

こちらを支払うということでございます。内訳に

ついては記載のとおりでございます。本件につき

ましては、特別区の自治体損害賠償責任保険の対

象外であることを加えさせていただきます。 

 「問題点・今後の方針」でございますけれども、

平成２７年第２回足立区議会に報告させていただ

く予定でございます。 

 以上でございます。 

○教育長 ありがとうございました。 

 それでは⑨と⑩について、永井生涯学習振興公

社事務局長、お願いします。 

 生涯学習振興公社事務局長。 

○生涯学習振興公社事務局長 １５ページをお開き

いただきたいと思います。件名、所管部課名は記
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載のとおりでございます。 

 放課後子ども教室の平成２６年度の実施状況を

ご報告いたします。１番でございます。 

 週５日実施校が７０校中６９校、図書館の利用

日数、週３日以上実施校が６０校、全学年実施校

が５１校となってございます。週５日実施校で未

実施の１校につきましては、週２日実施でござい

ますが、そのほかの週３日の曜日につきましては

学校管理による校庭遊びを実施されているという

ことで、お子さんに対しての放課後の活動は保証

されていると考えてございます。 

 実施状況につきましてはほぼ量的なものでござ

いますが、（１）、（２）についてはほぼ充足で

きたという評価でございます。今後は全学年実施

校５１校、これを増やすということが今後の課題

となってございます。 

 （４）の登録児童数等でございますが、平成

２６年度は、延べ７０万人を超すお子さんが放課

後子ども教室で活動されています。「延開催日

数」も、１校平均１７１日間ということで、開催

日も非常に延びてきております。 

 平成２７年度の方針についてでございます。こ

れは目標といたしましては全校１年から６年まで

実施でございますが、学校による環境的要素、子

どもが非常に多くて、校庭が狭い、工事中である

などさまざまな要素がございますので、必ずしも

１年間ですべて全校実施ということは難しいと思

っております。 

 ２（１）でございますが、「全校での全学年実

施の計画的実現」ということを目標とさせていた

だきました。また、図書室を活用した学習環境の

確保、協力団体やボランティアなどによる、体験

機会プログラムの充実など、今後、質的な向上に

向けて充実策を検討してまいります。 

 「安定運営の支援」は記載のとおりでございま

すが、現在の安定運営の状況を維持してまいりた

いと思ってございます。 

 次に、１６ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

 件名「放送大学東京足立学習センターとの委託

業務の見直しについて」でございます。これは私

ども、生涯学習振興公社が平成５年、当時の教育

振興公社であった時代から誘致している放送大学

の総務事務の一部を担ってまいりました。これに

つきまして、総務事務の一部及び図書室・視聴学

習室の運営業務について、業務委託契約で私ども

が受託して運営してまいりました。 

 これについて見直す時期が来たということで、

昨年度、放送大学と何度も協議を重ねてきました

ところ、下記のとおりとなりました。 

 「１ 見直しの内容及び理由」でございます。

まず、「総務事務の一部」、これはスクーリング

など一部の学務事務でございますが、これは平成

２７年３月３１日、平成２６年度をもって終了い

たしました。理由につきましては、総務事務とい

いますと、放送大学の独自業務でございますので、

年々、放送大学として職員配置を厚くしてまいり

ました。そのため、独自運営が可能となったとこ

ろでございます。 

 図書・視聴学習室の運営でございますが、これ

は、平成２７年度末、平成２８年３月３１日をも

って終了いたします。こちらにつきましても放送

大学の組織的な充実に伴って、事務室との一体運

営で柔軟な職員体制ができること。安定的かつ効

率的であること。それから他の放送大学との運営

の整合性を図ることなどがございます。また、足

立区の場合、平成５年のときから区民の方もこの

視聴覚室を利用できるという区民利用のメリット

がございましたが、現在中央図書館と合築となっ

ている関係で、区民利用が貸し出しにおいて年間

数名程度に後退するなど、かなり減少してまいり

ました。ただ、この範囲の中であれば放送大学が
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引き続き協力することができるということでござ

いますので、すべて一括して放送大学が運営を担

うという形になりました。 

 「２ 対応方法等」ですが、公社の担当職員に

つきましては、配置替えや任期満了などによって

解消させていただいております。また、放送大学

と公社の関係でございますが、『公社ニュースと

きめき』に毎月必ず公社として広報活動をしてお

りますので、そうしたことについては覚書等を取

り交わして、継続して実施してまいります。 

 私からは以上でございます。 

○教育長 ありがとうございました。 

 以上、私から個人情報の紛失と爆破予告、そし

て各所管から報告事項がありました。 

 これらの件につきまして、各委員から質疑、ご

意見がありましたら、ご発言お願いいたします。

いかがでしょうか。 

 桑原委員。 

○桑原委員 ④について、お願いというかお尋ねし

たいことが２つあります。 

 ５ページになりますが、これは先生方から、子

どもたちへの体罰の実態ということなのですが、

逆のケース、児童・生徒から先生への、体罰とは

言 わ な い け れ ど も 、 暴 力 な り が 全 国 的 に

８，０００件あるというようなことを聞いたこと

がありまして、足立区ではそのようなことを把握

しているかどうかということが１つと、あとはそ

ういった暴力の結果だけではなく、いろいろな要

因があると思うのですが、先生の長期休職がある

かと思うのですけれども、その辺の代替の教員の

手配というのはどのようになっているのかなとい

うのをちょっとお伺いしたいと思います。 

○教育長 教育指導室長。 

○教育指導室長 １点目の教師への暴力等について、

その行為があった場合は教育委員会に連絡をする

ように指示をしております。また、学校にはやは

り暴力行為ということは当然、警察等とも連携を

する必要がありますので、適切に警察等に連絡を

して対応するように指示をしております。今年度、

現時点ではそのようなことで、警察等と連携を図

ったという事例はございません。 

 ２点目の病気休暇等に関して、ある一定の期間、

お休みは取れます。休職というような対応、また

長期の休職になった場合は、東京都と協議をして、

講師を配置していただくというようなことになっ

ております。 

 また、年度末までお休みをされるというような

ことになった場合は、代替の教員が補充されると

いうことですので、これについてはそのケース、

ケースで東京都教育委員会と協議を重ねて対応し

ているところでございます。 

 私からは以上です。 

○教育長 よろしいですか。ありがとうございまし

た。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○小川（正）委員 違ったことでもいいのですか。

報告以外でも。 

○教育長 では、なければその他に行きますか。 

 いかがですか。報告事項よろしいですか。 

 では、その他ということで、小川正人委員。 

○小川（正）委員 今日の報告事項とかその他報告

資料には載っていなかったのですが、実は６月

４日に、教育長及び次長その他教育政策課の方々

と一緒に、新田と扇の小中一貫校の視察に行って

きました。この小中一貫校の視察にかかわっては

教育委員協議会の場でも触れましたが、足立区と

して小中一貫校を導入して１０年経ちますので、

１０年来の総括、検証をきちっとするというよう

なことと、もう１つは前にもお話ししたように、

今、国会に学校教育法の一部改正案が出ていまし

て、小中一貫校を義務教育学校として自治体の判

断で自由に設置できるようになるという、そうし
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た学校教育法の改正案が国会で審議されて、これ

についてはほぼ成立する見通しであるということ

で、２０１６年度から自治体の判断で義務教育学

校に移行できるような法制度整備がされます。 

 そういうふうに小中一貫学校をめぐる法制度の

環境も２０１６年度から大きく変わりますし、足

立区でこの２つの小中一貫学校をスタートさせて

１０年が経ったというようなこともあわせて、こ

うした切れ目も意識して、新田と扇の２つの小中

一貫学校を今後どうするかということは、この足

立区の施策としてきちっと総括し、今後どうする

かということを判断しないとならない時期なので

はないかなと思っています。 

 そういう点で、少し時間を取って、新田、扇の

検証、総括を含めて小中一貫学校をどうするか、

義務教育学校に本当に切り替えるのか切り替えな

いのかということも含めて、教育委員会としてき

っちり議論して、できれば年度内に結論を出す方

向での検討が必要ではないのかというのが１つ。 

 もう１つは、新田と扇の２つの学校を視察し、

校長からのいろいろなお話を聞きましたら、それ

ぞれに喫緊の課題として教育委員会のサポートが

必要だということを、私自身感じましたし、恐ら

く教育長、教育次長以下、教育政策課の方々もそ

ういうことは感じたと思うのです。 

 新田の場合には、小中一貫校に伴う問題ととも

に、やはり大規模校化が想定以上に進んでいまし

て、大規模校化の問題も含めて、かなり手厚い教

育委員会からの支援というか、具体的に言えば、

教職員の加配がなければ、なかなか今の学校運営

を進めていく上でも、いろいろな支障があります

ので、その点はどうするかということ。 

 扇も同じように、これは大規模化ではないので

すけれども、小中の学校が分かれていますので、

施設分離型の小中一貫校が持っている問題点とい

うか、課題もあります。特に通常の小中の学校よ

りも、施設分離型の一貫校というのは業務量が多

いので、それに対応した教職員の配置とか加配と

いうのが扇の場合でも十分ではないなということ

を感じていますので、扇の場合においても、適切

な教職員の配置、加配ということも、喫緊の課題

としてあるのではないかなというふうに思います。 

 １つは小中一貫校をどうするかということと、

もう１つは喫緊の課題としてこの２つの小中一貫

校に対する支援を教育委員会で検討しておく必要

があるのかなというふうには思います。 

 ぜひ協議会の場で、時間を取って、このテーマ

で少し議論をしていただければなと思います。 

○教育長 今日ここで答えを出すわけではないので、

ぜひ議論したいというふうに思います。 

 私も視察をして、なぜその小中一貫なのかとい

うところで、例えば大きな中１ギャップについて

は「これはクリアになっているね」というのは両

校ともあったと。ただ、リーダーシップをとると

いう点で言うと、低学年では少し幼いのではない

かというようなこともあったのは確かです。 

 それから、クラス担任から教科担任に移行する

あたりで、本当は学力格差の問題とか、授業力の

向上とか、そういうところを本当は目指している

わけですけれども、ここにはあまりそんなに大き

なメリットがあったのかなというところについて

は私もクエスチョンなので、ぜひそういう資料、

材料をそろえて、今後どうするのかということに

ついては議論をしたいし、もしそれが有効だとい

うことであれば、教育委員会のサポートと、今お

話ありましたけれども、これについてもきちっと

考えておくべきだというふうに思います。 

 もう１つ、不登校対策なんかについてはメリッ

トがあるなというふうな、私はそういう感想を持

っています。 

 そんなところでよろしいですか。 

○小川（正）委員 はい。 
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○教育長 では、ぜひ議論をしたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 そのほか、その他でいかがでしょうか。よろし

いですか。 

（なし） 

 それでは以上をもちまして、本年第６回足立区

教育委員会定例会を閉会いたします。お疲れさま

でした。ありがとうございました。 

午後４時３５分閉会 



平 成 ２ ７ 年 第 ６ 回 

足 立 区 教 育 委 員 会 定 例 会 
 

日  時   平成２７年６月１１日 木曜日 午後４時００分開議 

会  場     足立区教育委員会室 
 

１ 議 事 日 程 頁 

日程第１  教育長報告  

    

２ 報 告 事 項   

①  中学生の午後６時以降の図書館利用条件の変更について 《和泉 地域調整課長》… １ 

②  下校時安全放送の文言変更について          《杉岡 教育政策課長》… ２ 

③  平成２６年度おいしい給食推進事業の取り組み結果について 《望月 学務課長》… ３ 

④  東京都教育委員会による体罰の実態把握及び足立区の状況について 

                          《浮津 教育指導室長》… ５ 

⑤  学校事故報告について（平成２７年５月分）      《浮津 教育指導室長》… ７ 

⑥  子ども・子育て支援事業計画の策定スケジュールについて 

《山根 子ども家庭課長》… ９ 

⑦  平成２７年度の保育所等入所待機児童の状況について 

《松野 待機児ゼロ対策担当課長》…１０ 

⑧  ５月保育施設入所審査漏れ事故における損害賠償の決定について 

          《小山 子ども・子育て支援課長》…１４ 

⑨  放課後子ども教室の平成２６年度実施状況と平成２７年度の方針について 

                    《永井 生涯学習振興公社事務局長》…１５ 

⑩  放送大学東京足立学習センターとの委託業務の見直しについて 

《永井 生涯学習振興公社事務局長》…１６ 

 

３ その他報告資料 

① 小中学校就学援助費の支給単価の改定について                 [学務課]…17 

② 平成２７年度小・中学校児童・生徒数及び学級数について（平成２７年５月１日現在） 

                      [学務課]…18 

③ 平成２７年度第１回学校公開の開催及び平成２８年度新入学児童・生徒受入可能人数の公表と 

学校選択制度の周知について                     [学務課]…23 及び別紙

④ 「給食メニューコンクール」の実施について                  [学務課]…24 

⑤ 平成２７年度 足立はばたき塾生の追加募集について            [教育指導室]…25 

⑥ 行事実施結果・行事実施予定                        [青少年課]…26 

⑦ 行事実施結果・行事実施予定                      [生涯学習振興公社]…27  
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